
 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

平成 27年 3月 

山口県山陽小野田市 

 

「日本の夕陽 100選」 

焼野海岸 
「疏水 100選」 

寝太郎堰 



 

【目次】                        ページ 

 

第１章 観光を取り巻く状況・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

１．社会情勢の変化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２．観光客の動向・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

３．国・県の動向・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

第２章 山陽小野田市の観光の現状と課題・・・・・・・・・・３ 

１．本市観光の現状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

２．本市観光振興における課題・・・・・・・・・・・・・・1１ 

 ３．本市における観光の方向性・・・・・・・・・・・・・・12 

 

第３章 山陽小野田市の観光振興の基本方針・・・・・・・・・17 

１．ビジョン策定の趣旨・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

２．計画期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

３．基本理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

４．数値目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

５．基本戦略の設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

 

第４章 ビジョン推進の施策・・・・・・・・・・・・・・・・20 

 基本戦略１ 観光資源の魅力向上と利活用・・・・・・・・・20 

基本戦略２ 情報発信・ＰＲの充実・・・・・・・・・・・・21 

 基本戦略３ 推進体制の充実とホスピタリティ向上・・・・・23 

 基本戦略４ 広域連携の推進・・・・・・・・・・・・・・・24 

 

 

 

 

 

 

 

                  

   



 

- 1 - 

 

 

 

１．社会情勢の変化 

 

近年の地方分権の進行や社会経済情勢の変動など、地方自治体を取り巻く状況は大きく変

化するとともに厳しさを増しています。 

また、少子高齢化の進展による人口減少社会の到来や高度情報社会、国際化の進展といっ

た社会構造の変化に加え、回復傾向とされる経済情勢を踏まえて、様々な分野で地域間競争

が激化することが予想されます。 

 

２．観光客の動向 

 

こうした中で、観光は、新たな体験や人とのふれあいを通じて私たちの心を豊かにするも

のとしてだけでなく、まちづくりや地域経済の活性化、定住促進等の手段としても重要視さ

れる傾向が強まってきています。 

 

（１）「発地型」観光から「着地型」観光へ 

 これまで、旅行会社が主催するパッケージツアーでは、顧客にとって旅の出発地である「発

地」において企画から実施までが行われてきました。一方、近年では発地の旅行会社に代わ

って旅の到着地である「着地」の人や組織が、地域の資源を活かした地元ならではの商品や

サービスづくりの主体になるという「地元主導型観光」に注目が集まっています。 

この背景には、情報化の進展とマーケットニーズの変化等が影響しており、観光によるま

ちづくりの実践的な取り組みへと繋がってきています。 

 

（２）団体旅行から個人旅行へ 

 社会情勢の変化を背景に、個人の価値観、ライフスタイルも多様化する中、観光の旅行形

態も団体旅行から個人・小グループ旅行への移行が進んでいます。平成２１年以降は、経済

環境の悪化や旅行ニーズの多様化に伴い、個人旅行の割合が７割以上を占めるなど、団体旅

行の減少が加速化しており、特に、女性、シニア層における少人数・グループ旅行が増加し

ています。 

 また、観光や旅行に求めるものが従来の「見る」だけでなく、実際に「参加する」「体験す

る」「学習する」さらに「味わう」といった、その地域でしか体験できない民俗や文化に直接

触れることができるような内容へと広がりをみせています。 

 

（３）宿泊旅行から日帰り旅行へ 

 高速道路網の整備や新幹線の高速化、ＬＣＣ（格安航空会社）の参入等、交通インフラの

整備が進み、移動時間が短縮化されたことにより、かつて宿泊しなければ行くことができな

かった観光地への日帰りが可能になったことから、日帰り旅行が増加しています。 
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（４）インターネットの普及による影響 

 旅行に関する情報は、これまでの旅行パンフレットや旅行雑誌等からの取得とともにイン

ターネットによるものが増加しており、特に近年は、スマートフォンやＳＮＳ（フェイスブ

ックやツイッター等）の普及に伴い、口コミによる情報をインターネットから収集する人が

増加しています。 

  

３．国・県の動向 

 

（１）国の観光施策 

国においては、平成１９年１月に「観光立国推進基本法」が施行され、観光が２１世紀に

おける日本の重要な政策の柱として初めて明確に位置づけられました。同法は、観光立国実

現に関する施策について、地域における創意工夫を生かした主体的な取り組みを尊重しつつ、

地域の住民が誇りと愛着を持つことのできる活力に満ちた地域社会の持続可能な発展を通じ

て国内外からの観光旅行を促進することが、将来にわたる豊かな国民生活の実現のため特に

重要であるという認識の下に講ずべきこと等を定めています。 

同法の規定に基づき策定され、平成２４年３月に改定された「観光立国推進基本計画」で

は、①震災からの復興、②国民経済の発展、③国際相互理解の増進、④国民生活の安定向上

を、観光立国の実現に関する施策の基本的な方針とし、同計画の策定の方向性として「観光

の裾野の拡大」と「観光の質の向上」を掲げています。 

 

（２）山口県の観光施策 

 山口県においては、観光分野において取り組むべき施策を体系的・総合的に整理した指針

として、平成２５年１０月に「やまぐち観光推進計画」を策定し、公民一体となった取り組

みを強力に推進することにより、本県観光の振興を図っています。 

 同計画は、「食」や「温泉」、「歴史」等をキーワードとして、全国的な知名度を高めるとと

もに、観光客誘致につながる魅力的な観光資源の充実や受入体制の整備等を図ることにより、

国内外から多くの観光客を誘致し、県経済や

地域の発展につなげていくことを基本的な

方向としており、施策としては、①やまぐち

プロモーションの推進、②観光資源・おもて

なしの充実、③「明治維新」をテーマとした

観光ブランドの構築、④外国人観光客倍増

に向けた国際観光の推進の４つの柱と２０

のアクションを展開し、平成２８年度まで

に「年間延べ宿泊者数５００万人」の実現を

図ることとしています。 

  

 

幕末の志士 来嶋又兵衛生誕地 
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１．本市観光の現状 

 

（１）本市の特性と観光資源 

本市は、山口県の南西部に位置し、年間を通じて温暖であり、古くから交通の要衝として

栄えた山陽地区と近代産業で隆盛した小野田地区から成っています。 

市街地を取り囲むように、なだらかな丘陵部の里山、干拓地や盆地に広がる田園地帯、川

や海などの身近な水辺空間に恵まれ、市内には、日本の夕陽１００選の焼野海岸、ランドマ

ーク的存在の竜王山、四季折々の自然が楽しめる江汐公園などの豊かな自然、かつて大名行

列も通った旧山陽道の町並みや厚狭毛利家墓所、寝太郎物語などの歴史遺産、国重要文化財

である「旧小野田セメント製造株式会社竪窯（徳利窯）」などの産業遺産、国指定史跡「周

防灘干拓遺跡高泊開作浜五挺唐樋」など、固有の地域資源が数多く存在しています。 

こうした豊かな自然環境や地域に残る歴史や文化は、市民の誇りであり後世に伝えてい

くことが必要です。 

 

●自然・景観 

  ◇江汐公園～つつじ・ばら・あじさいなどの四季折々の花木、野鳥 

◇竜王山公園～眺望・夜景、桜、ヒメボタル、アサギマダラ、山野草、  

オートキャンプ場 

◇焼野海岸～夕陽、きららビーチ焼野、きらら交流館  

◇若山公園～さくら 

◇須恵健康公園～さくら 

◇縄地ケ鼻公園～水仙  

◇石山公園～さくら・つつじ 

◇物見山総合公園～さくら・しょうぶ  

◇津布田海岸～夕陽  ◇本山岬～奇岩   

◇松嶽山     ◇菩提寺山など 

  

●歴史・文化 

  ◇旧山陽道    ◇渡場    

◇和泉式部の墓  ◇磨崖仏 

◇安部貞任の墓  ◇沓古墳   

◇勘場屋敷       ◇木戸・刈屋道  

◇刈屋波止場常夜灯 

  ◇寝太郎堰    ◇寝太郎荒神社  

◇寝太郎権現像 

◇子持御前社    ◇耳観音など 

第２章 山陽小野田市の観光の現状と課題 

江汐公園 

旧山陽道 
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●人物 

  ◇笠井順八  ◇前原一誠   

◇来嶋又兵衛 ◇豊永長吉 

◇陶工甚吉  ◇毛利勅子   

◇青木周蔵  ◇千林尼    

◇岡崎熊吉など  

 

 

          

 

●産業遺産 

 ◇近代化産業遺産群～セメント関連遺産群 

  旧小野田セメント製造株式会社竪窯（徳利窯）、太平洋セメント株式会社小野田工場

の展示物（製樽機・蒸気機関）、小野田セメント山手倶楽部、旧小野田セメント本社

事務所、住吉社宅 

◇近代化産業遺産群～窯業関連遺産群 

 旦の登り窯、三好邸瓶垣、 

泥漉し場・バックオロ跡、 

小野田の皿山用具・皿山製品 

 ◇塩酸吸収塔   

 ◇硫酸瓶のモニュメントなど 

 

              

 

 

●娯楽・体験 

  ◇きららガラス未来館   

◇観光農園   

◇ゴルフ場 

  ◇山陽オート  

 ◇山口ワイナリー   

◇温泉汐湯～江汐湖温泉、糸根温泉、 

        トロン温泉、汐湯 

◇文化会館    

◇山口県立サッカー交流公園など 

 

                             

   

笠井順八翁像 

瓶垣 

吹きガラス体験 

（きららガラス未来館） 
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●文化財 

  ◇国指定文化財～周防灘干拓遺跡高泊開作浜五挺唐樋、 

旧小野田セメント製造株式会社竪窯（徳利窯） 

  ◇国登録文化財～小野田セメント山手倶楽部 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

◇県指定文化財～長光寺山古墳・出土品、妙徳寺山古墳出土品、 

妙徳寺山１号経塚出土品、物見山経塚出土品、正法寺銅鐘、 

正法寺仏像１体、岩崎寺仏像７体、 

旧小野田セメント製造株式会社竪窯（徳利窯） 

◇市指定文化財～平松１号古墳、仁保の上古墳、円応寺仏像３体、 

        岩崎寺観音堂鰐口、高泊御開作新田記、塩浜石炭焚滓堆積地、 

        千林尼の大休・指月石畳道、小野田の皿山用具・皿山製品、 

        古式行事、松山窯出土品、塚の川古墳、長光寺山経塚・出土品、 

        正法寺古文書、仁保の上道乾屋敷跡、厚狭毛利家墓所及び墓碑、 

        法蓮寺梵鐘、洞玄寺石字経王塔、旦の登り窯、 

旧本山炭鉱斜坑坑口、糸根の松原、ハマセンダン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特産品 

  ◇山陽小野田名産品（山陽小野田名産品推進協議会認定２９品目） 

  ◇地元農水産物、加工品など 

「国指定文化財」 浜五挺唐樋 

「県指定文化財」 物見山経塚出土品 

「国指定文化財」 旧小野田セメント製造株式会社竪窯 
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●イベント 

 ◇４月～竜王山公園さくらまつり 

若山公園さくらまつり 

江汐公園つつじまつり 

     寝太郎まつり 

子持御前まつり 

 

 ◇５月～有帆市まつり 

復活！住吉まつり 

 

 ◇６月～寝太郎の里ほたる祭り 

有帆ホタルまつり 

あじさいまつり 

  

◇７月～やけの美夕フェスタ 

厚狭花火大会 

ちょうちん七夕フェスティバル 

埴生祇園まつり 

  

◇８月～ふれあいガラスフェスタ 

おのだ七夕花火 

土手まつり 

  

◇10月～お祝い夢花火 

市民カーニバル 

秋の駅前ふれあいまつり 

  

◇11月～厚狭秋まつり 

  

◇12月～農林水産まつり 

イルミ冬のファンタジーコンサート 

  

◇２月～百万遍念仏 

  

◇３月～寝太郎の里おひなさまめぐり 

椿まつり 

山陽小野田サッカーフェスティバル  

     山陽小野田ふるさと凧あげフェスティバル 

若山公園 

復活！住吉まつり 

厚狭秋まつり 裸坊 

おひなさまめぐり 
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 ◇トリエンナーレ（３年ごと）～現代ガラス展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

また、本市は、高速交通を含めた交通の要衝としての立地に加え、福岡・広島に近く、

恵まれた交通アクセスや立地条件にあるといえます。 

  市中心部を山陽自動車道が通り、小野田インターチェンジと埴生インターチェンジが設

置されています。また、ＪＲ山陽新幹線厚狭駅や重要港湾の小野田港のほか、隣接する宇

部市の山口宇部空港など、一次交通が発達し利便性が高い立地状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回大賞作品 月齢 

現代ガラス展 

ＪＲ厚狭駅新幹線口 
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（２）観光客の動向 

 

① 観光客数の推移 

   平成２２年分からイベント客数を合算したため大きく変化していますが、観光農園の入

場者増等により概ね緩やかな増加傾向となっています。平成２５年は、県内では９番目の

観光客数となっています。 

   平成２５年観光客数の主な内訳としては、ゴルフ場が約２６％、観光農園が約２０％、

温泉が約１７％、江汐公園や竜王山公園、きららビーチ焼野等の自然公園への来場者が約

１０％で、その他２６％程度が各種イベント開催に伴うものです。このうち１２％程度が

県外客となっています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

② 宿泊客数の推移 

  宿泊者数は、増減を繰り返していますが長期的には減少傾向となっています。本市観光 

客の大半が日帰り型・通過型の観光客となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ①②の数値は山口県観光客動態調査から引用 
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（３）観光振興の現状 

 

① 観光・交流の取り組み 

     第一次総合計画における「魅力と活力ある産業の振興」の取り組みの中では、観光・ 

交流の振興を掲げ、交流人口の増加を図ることとしています。 

  具体的な施策展開としては、 

  （ア）観光・交流資源の整備・充実 

  （イ）情報発信・誘客体制の強化充実 

  （ウ）特産品づくりの振興 

  （エ）宿泊・娯楽施設の充実 

    が掲げられ、各種資源の整備をはじめ、特産品・名産品の推奨や効果的な情報発信に取 

り組んでいます。 

 

※情報発信・観光案内の取り組み 

  山陽小野田観光協会作成の観光パンフレットと 

観光マップをＪＲ新山口駅観光案内所や山口宇部 

空港等に設置しているほか、市広報やＦＭサンサ 

ンきらら、ホームページやフェイスブック等の各 

種メディアの活用、さらには山口県や山口県観光 

連盟を通じて広く情報発信に努めています。 

 

                           

※特産品・名産品の取り組み 

本市は、水産物や農産物など様々な特

産品があり、山陽小野田観光協会の名産

品推進事業として 29 品目の名産品を認

定しています。 

 認定名産品については、観光マップや

ホームページに掲載してＰＲするほか、

市内施設での販売や市内外での各種イ

ベント等を通じて、販路拡大を図ってい

ます。 

 

   これらの取り組みによって、観光パンフレット等の送付依頼や観光に関する問合せは、

増加しているものの依然本市の観光資源についての認知度は低く、情報発信が行き届いて

いないのが現状です。 

   

 

山口宇部空港でＰＲ 

やまぐち名産品フェア 
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② 広域観光の取り組み 

  本市では、これまでも近隣市町と広域観光の推進を図ってきたところですが、地域活性 

化の素材として経済産業省が取り組んでいる「近代化産業遺産｣に、本市からもセメント製 

造関連施設及び窯業関連施設が認定され、これを受けて平成１９年度より「宇部・美祢・ 

山陽小野田産業観光推進協議会」に参加し、３市共同で産業観光日帰りバスツアーを実施 

しています。産業観光は、地域の産業において歴史的・文化的意味をもつ工場や産業遺産

などをめぐり、生産工程の見学や体験学習、歴史学習によって産業文化への感動や共感を

味わえる新しい観光で、企業ＯＢや郷土史研究家など訪問対象に深い造詣を持つエスコー

ター（案内人）が同行し、実体験や文献を基

に参加者へ説明を行っています。 

   また、日帰りバスツアーはリピーターも多 

く、年々参加者が増加していることから平成

２５年度に、「宇部・美祢・山陽小野田産業観

光推進協議会」が、公益社団法人「日本観光

振興協会」主催による「産業観光まちづくり

大賞」の銀賞を受賞し、３市の産業観光ツア

ーの取り組みが全国的にも高い評価を受け

ました。 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

産業観光バスツアー 
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２．本市観光振興における課題 

 

（１）観光資源に関する課題 

 

・観光資源の整備（周辺含む）や管理体制等が十分でなく、ＰＲが不足している。 

・観光資源については、既存の自然や歴史、伝統、建造物等を対象としてきたが、芸術文化 

 やレジャー・スポーツ等、特長的な体験活動等も含めて捉える必要がある。 

・市内に点在しているため、ルート設定も含め周遊性に欠ける。 

・ゴルフ場やサッカー場等の他市に誇れる施設があり、十分活用する必要がある。 

・観光案内の役割を担うビジターセンターがなく、表示も不十分で、来訪者に対するホスピ

タリティ（おもてなし）が不足している。 

・特産品や名産品については、販売所や流通ルートの体系化がされておらず、購入希望者へ 

 の案内不足となっている。 

 

（２）情報発信に関する課題 

・ターゲットが不明確なためにメディアへの積極的なアプローチができていない。 

・情報発信ツールごとの特性に応じた活用が十分でない。 

・県内外で開催されるキャンペーンやイベントなどでのＰＲが不足している。 

・観光情報の一元化が十分でないため、断片的な発信となっている。 

          

（３）ネットワーク・人材育成に関する課題 

・観光関係者間の連携が十分でなく、相互の役割分担が明確でないため、効果的な取り組み 

 となりにくい。 

・観光ボランティアが不足しており、その育成が十分でないため、ホスピタリティの充実が 

図れていない。こうしたことは、来訪者の混乱を招き、リピート率の向上が図れない。 

 

（４）広域観光に関する課題 

・産業観光エスコーターの後継者が不足しているため、育成が必要となっている。 

・様々なテーマに基づく近隣市と一体になったコースの開発が不足している。このため、通 

 過性や日帰り旅行が多く、宿泊に結びつかない。 

 

 本市の観光振興については、ゴルフ場や観光農園などで一定の集客を得ながらも、市内観

光資源の認知度は低く、取り組みは十分ではありません。これらの課題を解決するためには、

交流促進など観光を通じて何を求めていくのか、市として観光振興をどのように進める必要

があるのかといった検討を十分行い、観光資源の有効活用や整備、情報発信の強化、観光関

係者のネットワークづくり、広域観光の連携等を図る必要があります。 
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３．本市における観光の方向性 

 

 観光振興は、地域にとっては交流人口を増加させ、地域活性化に大きく寄与するものであ

り、このほかにも、地域文化の振興やまちのイメージアップ、居住環境向上や定住促進、さ

らにコミュニティ活動の活性化や生きがいづくり、健康づくりなど、市民の生活を豊かにす

る様々な効果が期待されます。 

  

（１）観光振興の方向性 

 

 市外からの来訪者（いわゆる観光客）誘致だけに限定するのではなく、市民もまた「まち

歩き」を通して「訪れる」対象と捉え、市民も市外からの来訪者も双方を主役とした観光振

興と位置づけることが、人口減少社会では求められます。その上で地域を活性化するための

方策として、次のような点に着目しながら今後の振興を図る必要があります。 

 

① 地域文化の振興やまちのイメージアップ効果が見込まれる観光振興 

   その地域に来訪したくなる動機付けには、優れた地域資源がポイントになります。自然 

   資源や人文資源からなる観光資源と、これに伴う幅広い意味でのホスピタリティサービス    

   （観光ガイドだけでなく、飲食や宿泊を含む）を地域資源活用型産業と位置づけ、整備す 

   ることも必要です。 

    地域の優れたものを見出し、磨き上げる、そしてそれを地域外の人に観てもらったり交 

流したりする。その過程が地域に対する愛着を生み、市民にとっても誇りと自信につなが 

りますし、地域文化の振興やまちのイメージアップ・知名度アップに役立ちます。 

 

② 居住環境向上や定住促進効果が見込まれる観光振興 

   本市の観光振興は、まず市民自らが「わがまち」

を再発見することから進めていくことが望まれ

ます。このことは、市民のまちへの愛着心を高め、

景観向上や居住環境向上で美しいまちづくり促

進の気運を醸成しますし、このようにより良いま

ちづくりが行われることでの定住化促進等も期

待されます。 

 

 

③ コミュニティ活動の活性化や生きがいづくりが見込まれる観光振興 

   来訪者の増加は、様々な交流の機会を生みます。市民が来訪者との交流やもてなしの場 

  へ参加することによって、市民同士のコミュニティ活動の活性化がもたらされます。また、 

  市民が自らの知識や経験を生かして活躍できる場や機会が増えることが人々の生きが 

  いづくりにもつながります。 

観光検定ガイドブック 
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④ 健康づくりの効果が見込まれる観光振興 

   観光振興による史跡めぐりや公園散策、施設訪問、イベント等への参加は、人々の心に 

  潤いと安らぎをもたらすと共に、心身両面におけ 

る健康づくりにも役立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 経済波及効果が見込まれる観光振興 

観光事業は、小売業や飲食業のみならず、サービス業、農林水産業、交通業や製造業な

ど地域産業全体に対する総合的な経済波及効果が期待されます。「まち歩き」等を通じて、

市外からの来訪者が市内で時間とお金を消費することが、消費活動の活性化をもたらしま

す。 

 

国の考え方でも示されたように、「地域の住民が誇りと愛着を持つことのできる活力に満ち

た地域社会の持続可能な発展」は今後、観光振興を図るにあたっては不可欠な要素です。こ

れらを踏まえて、名高い観光名所を有しない本市においては、観光立市と同じような手法で

観光振興を進めていくのではなく、観光の視野を広げた捉え方の中で、山陽小野田市らしい

取り組みで交流人口の増大を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとウォーキング 

居住環境向上
定住促進

観光振興

観光・交流人口の増大

社会的効果 経済的効果

地域ｲﾒｰｼﾞ

向上
ｺﾐｭﾆﾃｨ

活性化

健康

づくり

地場産業の

活性化

地域社会・経済の活性化（地域振興）
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（２）観光資源の重点化 

 

 いわゆる「観光資源」とするものについては、一定の重点化をしながら取り組んでいくこ

とが必要です。本市においては、昨年度から取り組んでいる「ふるさと文化遺産」による市

民の誇りとなる資源の再発掘も進めながらも、市民の誇りである自然や歴史資源に加えて、

娯楽や体験型資源、さらには芸術文化・スポーツなど観光客にとって魅力度の高いものに重

点を置いた取り組みが求められます。  

 

① 自然資源 

   本市に存在する四季折々の自然が織りなす景観を中心に、来訪者に憩いや安らぎをもた 

らすものとして、竜王山公園、焼野海岸、江

汐公園を重点エリアとして、その整備や活用 

を図ることで、効果が期待できます。あわせて、

自然体験や学びの場としての提供も考えられ

ます。 

 

 

 

  

 

 

② 歴史資源 

   厚狭毛利家や旧山陽道、文化財さらに小野 

田セメントや窯業といった産業遺産群の活 

用で、歴史観に立った市民意識の高まりが 

期待できると共に、様々なテーマ設定に基 

づく観光ルート設定が期待できます。 

 

 

 

 

 

         

 

 

竜王山から焼野海岸を望む 

厚狭毛利家墓所 
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③ 遊（娯楽）資源 

   山口県下で一番多い６箇所のゴルフ場は、本市観光客数の１/４を占める娯楽施設であ

り、また中国・四国地方唯一となる山陽オートレース場と併せて、娯楽レジャー施設とし

ての一層の活用が期待されます。 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 体験型資源 

   観光に求めるものとして、実際に「参加する」「体験する」「学習する」さらに「味わう」 

といったものに広がりをみせる中で、きら

らガラス未来館や大型観光農園は貴重な体

験活動が可能となる施設として、その活用

が期待されます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山陽オート 

いちご狩り 

山陽地区６場のゴルフ場 



 

- 16 - 

 

⑤ コンベンション機能型資源 

   全国規模の大会招致による経済効果を求めてのコンベンション（大規模な催し等）機能 

については、それが可能となる施設が必要

になります。本市では、県立サッカー交流

公園や文化会館があり、様々なスポーツ・

文化行事等の開催を通して、交流人口の増

大が期待できます。 

         

 

 

 

        

 

（３）観光振興のシンボライズ 

 観光はハード・ソフト両面での取り組みが必要であり、イメージ戦略に負う部分も大きい

ため、市としてのシンボライズの必要性があります。合併前の旧市町のものを活用しながら、

新たなＣＩ（コーポレートアイデンティティ：ロゴマーク、キャラクター、キャッチコピー）

形成によって、新市の一体感の醸成にもつながる取リ組みとなることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立サッカー交流公園 
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１．ビジョン策定の趣旨 

 

本市では、「活力ある住み良さ創造都市」を将来都市像として、平成２０年度に「第一次山

陽小野田市総合計画」を策定し、「にぎわいと活力にみちたまちづくり」を進めるため、「観

光・交流の振興」に取り組んできたところです。 

今後は、本市固有の豊かな観光資源を磨き、また新たな観光資源を発掘し、情報発信して

いくとともに、市民にとっても自らのまちに愛着と誇りを持てるような観光振興を展開する

ことで、交流人口の増大と経済の活性化を図ります。ひいては定住人口の増大に結びつくも

のと考えます。そのための本市観光行政の指針として「山陽小野田市観光振興ビジョン」を

策定するものです。 

「山陽小野田市観光振興ビジョン」は、「第一次山陽小野田市総合計画」を上位計画とし、

「にぎわいと活力にみちたまちづくり」を推進するため、国や県の推進計画との連携を図り

ながら、その実現に向けた方策を明示するものです。 

 

２. 計画期間 

 

 本ビジョンは、平成２７年度から平成３１年度までの５年間を計画期間とします。 

なお、本市における最上位計画である第一次山陽小野田市総合計画との整合性を図るた

め、平成３０年度から再検証等を行った上で、平成３２年度以降の第二次観光振興ビジョン

を策定することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

第一次山陽小野田市総合計画 

（平成 20年度～平成 29年度） 

平成 30年度 平成 32年度 

山陽小野田市観光振興ビジョン 

（平成 27 年度～平成 31年度） 

 

第二次山陽小野田市総合計画（平成 30年度～） 

 

平成 30 年度～

再検証 

第二次山陽小野田市観光振興 

ビジョン（平成 32 年度～） 

第３章 山陽小野田市の観光振興の基本方針 
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３．基本理念（スローガン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、観光客のニーズが「地元の資源」や「地域らしさ」を求める傾向にある中、自然や産

業遺産、歴史遺産のほか娯楽施設、体験施設、芸術文化やスポーツなど本市固有の地域資源

を山陽小野田市らしさとして高め、活用していく必要があります。また、市民が地域資源を

探訪することは、自らのまちに対する愛着と誇りを育み、ひいては市外の方への魅力発信に

つながります。 

従来の「観光」の捉え方の視野を拡げながら、まず自らが地域資源を再認識して磨き上げ、

魅力を発信していくとともに、市外からの来訪者（訪れる人）だけでなく、市民（住む人）も

また観光振興の対象と捉え、おもてなしの心を持って観光客とふれあい、交流人口の拡大か

ら地域の活性化に結びつける、両者の心が響きあうことで躍動感のある、観光のまちづくり

を目指します。 

 

４．数値目標 

平成３１年の観光客数目標値を年間１１０万人と設定します。 

 

＜観光客数＞ 

現状値（平成 25年） 目標値（平成 31年） 

977,051人 1,100,000人 

 

５．基本戦略の設定 

 これからの観光推進について、現状や課題、また、本市における方向性を踏まえ、次の 4つ

を基本戦略として設定します。 

 

 基本戦略１・・・観光資源の魅力向上と利活用 

  基本戦略２・・・情報発信・ＰＲの充実 

基本戦略３・・・推進体制の充実とホスピタリティ向上 

  基本戦略４・・・広域連携の推進 

 

 

訪れるひと 住むひと 

 心響きあうまち山陽小野田 
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【基本理念】 

「訪れるひと 住むひと  

心響きあうまち山陽小野田」 

行政 

基本戦略１ 

観光資源の魅力向上と利活用 

基
本
戦
略
２ 

情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
の
充
実 

基本戦略４ 

広域連携の推進 

基
本
戦
略
３ 

推
進
体
制
の
充
実
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
向
上 

企業 

事業者 

観光関係団体

市民団体 

市民 
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基本理念のもと設定した基本戦略について、市民、関係団体、関係事業者と協力・連携し

ながら、以下のような施策を展開していきます。 

 

基本戦略１    観光資源の魅力向上と利活用 

 

本市は、豊かな自然や文化財、産業遺産、歴史遺産など、誇るべき観光資源を有していま

す。まずは山陽小野田の魅力を再認識し、これまで近くで見えなかった「魅力」を掘り起こ

し、自然保護に配慮した維持管理や整備を行うことで、観光資源を磨き上げていきます。併

せて、観光スポットを繋いでルート設定することで周遊性を高め、さらに市民による「まち

歩き」も推進し、交流人口の増大に取り組みます。また、名産品・特産品の付加価値化や磨き

上げを図るとともに販路拡大に努め、併せて本市の認知度向上を図ります。 

 

＜主な施策＞  

○重点エリアの設定 

これまでの活用状況や認知度、今後の発展の可能性を踏まえ、観光の柱となる重点エリ

アを設定し、各エリアの特徴を活かした利活用を進めます。 

 

 ☆重点エリア１「竜王山・焼野海岸」 

・桜、山野草、ヒメボタル、アサギマダラなど豊かな動植物と、日本の夕陽１００選、

せとうち夢海道５０選、日本の夜景１００選、日本夜景遺産に選定された眺望を活か

し、誘客を図ります。 

・きららガラス未来館、きらら交流館、竜王山公園オートキャンプ場やレストラン等の

施設の連携を促進し、一体的観光資源としての利活用を図ります。 

 

 ☆重点エリア２「江汐公園」 

・江汐湖を中心に、５万本のコバノミツバツツジをはじめとする四季折々の花木と、フ

ィールドアスレチック等の運動施設が配された多様な環境を活用し、年間を通した誘

客を図ります。 

・施設管理者と連携し、環境を活かしたイベントの開催やＰＲを行います。また、周回

路に隣接した民間施設との連携を図ります。 

 

 ☆重点エリア３「厚狭・埴生地区」 

・厚狭地区の厚狭毛利家墓所、旧山陽道などの歴史遺産、灌がいによるまちの発展を偲 

ばせる寝太郎物語等を活かし、歴史をモチーフとした一体的な観光資源として活用し 

ます。また、集客力を備えた観光農園や娯楽施設等がある埴生地区の観光資源を活用 

してさらなる交流人口の増大を図ります。                                                        

第４章  ビジョン推進の施策 

基本戦略１ 
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  ☆重点エリア４「小野田の産業遺産群」 

・旧小野田セメント製造株式会社竪窯（徳利窯）（国指定文化財）、小野田セメント山手 

倶楽部（国登録文化財）、旦の登り窯（市指定文化財）、瓶垣など、往時の隆盛を偲ば

せる産業遺産群を活用した観光振興を図ります。 

  

○文化財や芸術文化・スポーツ等の観光化と連携強化 

 ・文化財、ふるさと文化遺産、歴史民俗資料館、きららガラス未来館における制作体験 

や全国若手作家の登竜門となっている現代ガラス展など、本市を特徴づける文化を観

光資源として捉えて活用し、誘客を図ります。高校サッカーフェスティバル、レノフ

ァ山口のホームタウンなど特徴的な文化・スポーツ行事等を実施することにより、交

流人口の増加を図ります。 

 

○娯楽施設の活用 

 ・娯楽施設であるゴルフ場や山陽オートレース場と連携し、さらなる活用を図ります。 

 

○観光ルートの設定 

効果的な誘客を図るため、市内事業者とも連携を図りながら、観光スポットを結んで 

  周遊性を高めます。 

・自然景観、歴史、夕陽はもとより、若者が楽しめるハッピースポット、地元ならでは

のパワースポット等、ターゲットを絞りテーマ性を持った魅力あるルートの設定を図

ります。また、近隣市と連携し、宿泊を伴う広域観光ルートの設定に取り組みます。 

・市民による「まち歩き」の普及を通して、ふるさと意識の醸成を図り、さらなる観光振 

興を図ります。 

・観光客の利便性を高めるため、市内交通体制の整備を図ります。 

 

○名産品、特産品のブランド化と販売の促進 

   本市には、山陽小野田名産品推進協議会が認定した酒・農林水産物・菓子・加工品・工

芸品などの名産品のほか、地元の農産物や海産物など多くの特産品があります。 

 ・山陽小野田市名産品推進協議会と連携し、認定名産品の拡大と活用を図ります。 

また、名産品及び地元特産品販売所の拡充・充実とあわせて、ブランド化や六次産業 

の推進に努めます。 

 

 

基本戦略２    情報発信・ＰＲの充実 

 

交流人口を増大させ、観光地としての注目度を高めるため、観光情報の一元把握や効果的

な情報発信に取り組むとともに、マーケティングの実施により誘客ターゲットを絞った戦略

的なプロモーションを推進していきます。 

基本戦略２ 
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＜主な施策＞ 

○情報の集約と効果的な発信 

・祭りやイベント等、観光情報の一元把握に取り組むとともに、市広報、市・山陽小野田 

観光協会のホームページ・ＳＮＳや各種マスメディア、旅行雑誌等、様々な媒体を活用 

して、タイムリーな情報発信に努めます。特にＳＮＳについては、伝達速度や影響度の 

高いツールとの認識のもとで、効果的な活用を図っていきます。 

・山陽小野田観光協会と連携して、魅力ある観光パンフレットや観光ポスターの作成を行 

い、効果的な配布や掲出に努めます。 

  ・山口県や山口県東京事務所・大阪事務所、山口県観光連盟等、関係機関と連携し、全国 

規模の情報発信に努めます。   

・県内外で実施されるキャンペーンやイベントに参加し、本市の観光情報や名産品・特産 

品のＰＲに努めます。 

 ・本市を題材としたオリジナル紙芝居を通じて、地域資源の情報発信を推進します。 

 ・厚狭駅がＪＲ美祢線を利用して美祢・長門・萩方面に向かう外国人旅行客の乗換駅とな 

っていることから、インターネット等を活用し外国人旅行客を対象とした情報発信に努 

めます。 

 

 ○マスコットキャラクターの活用 

・マスコットキャラクター「ねたろう君」と観光協会イメージキャラクター「タルちゃ

ん」を積極的に活用します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

○マーケティングの実施 

・観光客の求めているものを探求し満足を与えるために、観光の動向をマーケティング 

リサーチ（調査・分析）することにより的確な情報をつかみ、より効果的な観光振興

を図ります。 

  ・若者の意見を取り入れることを目的として、山口東京理科大学の学生などと観光ワー 

クショップを行い、情報収集に努めます。 

 

観光協会イメージキャラクター 

     タルちゃん 

マスコットキャラクター  

ねたろう君 
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基本戦略３    推進体制の充実とホスピタリティ向上 

 

観光によるまちづくりを実りあるものにするためには、観光資源の魅力向上のみならず、

観光に関わる推進体制やネットワークの充実が不可欠です。このため、観光関係団体の連携

体制を構築し、新たな観光資源の開発とビジネスチャンスの創造を図るとともに、来訪者に

とってわかりやすい観光データを提供すると共に、おもてなしの心を持って接することので

きる観光ボランティアの育成を図ります。 

 

＜主な施策＞ 

○観光関係団体・事業者のネットワークづくり 

・観光協会、商工会議所、ＪＡ、漁協、旅行業者、宿泊業者など、観光関係団体・事業

者や観光ボランティア団体と行政との協働のネットワークを構築します。 

 

 ○庁内関係部署による観光振興プロジェクト会議の開催 

・観光振興や交流人口拡大などにつなげるまちづくりを推進するため、庁内関係部署に

よる「観光振興庁内プロジェクト会議（仮称）」を開催し、庁内体制の強化・情報の共

有を図ります。 

 

 ○観光ボランティアの育成 

・観光協会と連携して観光検定やまち歩きを実施し、市の観光資源に知識と愛着のある 

市民の増加に努め、さらに知識を活用し訪れる人々を温かくもてなす心を養うことに

より、観光ボランティアガイドとなる人材育成を図ります。 

  

○ビジターセンター（観光案内所）の整備検討及び各種集客施設における観光情報の提供 

  ・竜王山、焼野海岸、江汐公園などの主要観光エリアにビジターセンター（観光案内所） 

の設置を検討します。 

・集客力を持った各種施設や小野田駅、厚狭駅、埴生駅周辺にパンフレットを置くなど 

観光情報の提供に努めます。 

 

○観光案内看板の設置推進 

 ・来訪者に分かりやすい観光案内看板の設置を年次的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

基本戦略３ 
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基本戦略４    広域連携の推進 

 

近隣市とも連携して広域観光を進め、旅行者の周遊性の向上や宿泊を伴う滞在の長期化を

図り、経済効果の波及を見込みます。 

     

＜主な施策＞ 

○広域観光の魅力向上 

・山口県や山口県東京事務所・大阪事務所、山口県観光連盟等と連携し、観光キャンペ

ーンへのタイアップや、連携企画等を通した広域的誘客を図ります。 

           ・宇部・美祢・山陽小野田産業観光推進協議会で実施している産業観光バスツアーの充   

            実に努め、さらに新規テーマ設定や広域ルート設定等により、新規参加者やリピータ 

            ーの増大を図ります。また産業観光エスコーターの育成を図り、ツアーの魅力アップ

に繋げます。また、実施主体を成す本市・宇部市・美祢市域内における商品の相互Ｐ

Ｒに努めます。 

   

 ○近隣市との連携推進 

  ・ＪＲ美祢線利用促進協議会（本市、美祢市、長門市）のほか、近隣市との連携を強め、

相互に資源を補完することで、周遊客の増大や宿泊客の誘致を図ります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本戦略４ 
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